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Actual Condition of Detached Houses and the Way of Living 
in the Ger Area, Ulaanbaatar, Mongolia 
Hiroshi YATSUO*1  
The Gel Area, the formation of which started as a temporary residential area of surplus population 
in the socialism era, is continuing expansion along the northern and western valley in Ulaanbaatar, 
because of the extreme population concentration to the capital after the transition to market 
economies. The air pollution and soil contamination have become serious urban problems in recent 
years. Improvement of the living environment of the Gel Area is the urgent business for the 
modernization and management of city environment of Mongolia, and the improvement of dwellings, 
as a key factor of smoke or soil pollution, is the matter of special importance.  
  For the purpose to propose some methods to improve living environment of the Ger Area, we 
surveyed 50 dwellings in detail selected randomly from all over the Ger Area from 2013 to 2015, with 
the cooperation of the Housing Project Team of the Office of The Capital City Governor. This paper, 



















2014 年の UB 市世帯数は 352,713 世帯、このうちゲル地
区の世帯数は約 60％と言われており、約 20 万世帯にのぼ
る。将来の住宅需要戸数は 2030 年までに 444,200 戸と予
測され、うち中高層住宅は 264,700 戸、一戸建て住宅は













































































































































































2.3 調査日程・メンバー  
調査日程、調査住居数は以下の通りである。 
2013 年 夏季調査：9 月 1 日〜9 月 16 日：25 件 




2014 年 夏季調査：9 月 1 日〜9 月 16 日：12 件 
2015 年 夏季調査：8 月 13 日〜25 日：13 件 
調査員は東京工芸大学建築設計計画研究室、UB 市で活動



















Photo 2：Hailast 地区の丘より俯瞰したゲル地区 
モンゴル国ウランバートル市「ゲル地区」における定住型住居及び住まい方の実態






















































Fig1：ゲル地区の拡大変遷図と 2013 年〜2015 年調査住居位置図（八尾） 




















































Fig2: 19 世紀中葉のウランバートル市西側鳥瞰図(出典：12) 
Fig3: 典型的なゲル地区内住居の構成とその付近見取図（2013 年度調査住居 No.15） 
モンゴル国ウランバートル市「ゲル地区」における定住型住居及び住まい方の実態

































































木造 ：45.8%（22 件） 
木造＋レンガ造 ：35.4％（17 件） 
レンガ造   ：10.4％（5 件） 



































































































































































































































































































































































































 本研究は、東京工芸大学 平成 25 年度特別研究教育助成、
公益財団法人 LIXIL 住生活財団 平成 24 年度（第 21 回）、
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註１） モンゴル国統計局（http://en.nso.mn National 
Statistical Office of Mongolia: Statistical Database）：










民に土地を所有化することについて（Mongol Ulsyin Irgend 
Gazar Ömuchlüülekün Tukhai）」（通称：土地所有法）４) の存
在がある。本法律により、モンゴル国民は UB 市において一家
族あたり 0.07ha の土地を無償で得られることとなった。さら
に本法は 2008 年の改正を経て、UB 市において国民一人あた
り 0.07ha の土地を無償で得られる内容に変更となった。その
登録期間は 2005 年から 2018 年まで延長されている 10）。現在
も UB 市では応募の上抽選で選ばれた住民へ土地の無償供与
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註４） 独立行政法人 国際協力機構 
註５） HOUSING PROJECT OF THE GER AREA, OFFICE OF THE 
CAPITAL CITY GOVERNOR 
註６） モンゴル国の基礎的財政収支は 2008 年以降悪化して
おり、現在進行している都市再開発やインフラ整備事業の大
きな財源不足を補うためには国際機関からの調達が必要な状
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